
資料－４４ 主要事業個別説明資料 

○【自立型経済の構築と持続的発展を支える基盤づくり（活力）】 

一般国道 507 号八重瀬道路 

～新規事業～ 

 

完成・新規・継続の区分 

新規 

事業区分（直轄・補助） 

補助 

完成予定年度 

平成２０年代後半 

１．事業概要 

  一般国道５０７号は、沖縄本島南部地域の中央部を縦貫

し、国道３２９号那覇東バイパス、那覇空港自動車道、一

般国道３３１号に接続する幹線道路です。 

  東風平地域は、沿線に公共施設、商業施設や住宅などが

集積していますが、幅員が狭く通勤・通学の安全の確保が

急務となっています。また、具志頭地域は農産物の生産が

盛んで、さらに、観光施設が数多く点在しており、生産地

と消費地の地域連携や観光地等へのアクセスの向上が課

題となっています。 

整備により、地域の安心・安全の向上、南部地域におけ

る南北の脆弱な幹線道路ネットワークの強化、地場産業や

観光産業等の活性化などの効果が期待されます。 

平成２０年度予算 

   ８０百万円 

 概略図 

 

 

２．平成２０年度の実施内容 

  平成２０年度は、調査・設計を行います。 
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○【自立型経済の構築と持続的発展を支える基盤づくり（活力）】 

主要地方道 糸満与那原線（糸満市山城～喜屋武工区） 

～新規事業～ 

 

完成・新規・継続の区分 

新規 

事業区分（直轄・補助） 

補助 

完成予定年度 

平成２０年代後半 

１．事業概要 

糸満市南部海岸は全国唯一の戦跡国定公園に指定

されており、多くの修学旅行生、観光客、慰霊団が訪れ

ているが、観光拠点を結ぶアクセス道路が未整備な状

況である。 

糸満与那原線（糸満市山城～喜屋武工区）は戦跡・

史跡等の各拠点施設間を相互に結び沖縄西海岸道路

及び国道３３１号に連結することによりアクセス性・周遊

性を高め、観光拠点の形成と地域の活性化を支援する

道路である。 

平成２０年度予算 

   ７５百万円 

 概略図 

 

２．平成２０年度の実施内容 

  平成２０年度は、調査・設計を行います。 
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○【自立型経済の構築と持続的発展を支える基盤づくり】 

 

 

 

完成・新規・継続の区分 

   継続 

事業区分（直轄・補助） 

   直轄 

事業着手年度 

   平成４年度 

完成予定年度 

   平成２２年度 

１．事業概要 

那覇西道路は、「ハシゴ道路」を構成する沖縄西海岸道

路（延長約５０ｋｍ）の一翼を担うもので、那覇市若狭

から同市鏡水に至る延長 L=３．０km の道路であります。

本路線は、那覇市街部及び周辺部の交通混雑の緩和、那

覇港・那覇空港へのアクセス向上を目的とした路線であ

り、また、観光、地域の活性化、地域振興プロジェクト

の支援に資する道路として期待されています。 

 平成２２年度の供用を目指し事業を推進します。供用

後、那覇空港から那覇新港までの所要時間が約 8 分短縮

します。 

平成２０年度事業費 

  １１，３４０百万円 

概要図 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．平成２０年度の整備内容 

供用に向け、高架橋上下部工事等の促進及び用地買収の促進を図ります。 

 

(終)

旭ヶ丘公園

天久緑地

奥武山公園

那覇新港

若狭I･C

(仮称)

米軍

施設

那覇港

泊港

那覇軍港

跡地利用計画

空港I･C

(仮称) ゆいレール

至浦添

至糸満

32958

331

332

T05 = 69,800 台/日

陸上自衛隊駐屯地

松山公園

T05 = 75,000 台/日

夫婦瀬公園

若狭高架橋

L=801m
那覇空港

那覇西道路　L = 3.0km

ガ

ミ

那

覇

市

鏡

水

ナ

ハ

　

カ

ナ

ハ

ワ

カ

サ

那

覇

市

若

狭

(起)

231

明治橋交差点

久茂地交差点

那覇空港駅

旭橋駅

一般国道５８号「沖縄西海岸道路 那覇西道路」の整備促進 

～平成２０年度 継続事業～ 

未供用区間

供用済区間

当該箇所

那覇空港側施工状況 

那覇空港から那覇新港までの所

要時間の短縮 
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○【自立型経済の構築と持続的発展を支える基盤づくり】 

 

 

 

完成・新規・継続の区分 

   継続 

一般国道３３１号「沖縄西海岸道路 豊見城道路」の整備促進 

～平成２０年度 継続事業～ 

事業区分（直轄・補助） 

   直轄 

事業着手年度 

   平成元年度 

完成予定年度 

Ｈ２３年度(交差点立体化) 

１．事業概要 

豊見城道路は「ハシゴ道路」を構成する沖縄西海岸道

路（延長約５０ｋｍ）の一翼を担うもので、豊見城市瀬

長から糸満市西崎に至る延長 L=４．０km の道路でありま

す。本路線は、豊見城市及び周辺部の交通混雑の緩和、

那覇空港等への交通アクセス向上、地域開発プロジェク

トの支援に資する道路として期待されています。 

 平成１９年３月１７日に豊見城道路が全線暫定供用し

ました。 平成２０年度事業費 

   １,０００百万円 

概要図 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．平成２０年度の整備内容 

  平成１８年度までに全線暫定供用するに至った。引き続き豊崎交差点（アウトレット

モール前交差点）の立体化へ向けて橋梁工事を推進します。 

 

未供用区間

供用済区間

  　   マ 　  ブ  　ニ

至摩文仁

西崎

 　ト ミ   グ スク

豊見城市

  ナ カ チ

名嘉地

  セ ナ ガ

瀬長

 ヨ ネ

与根

  ザ ヤス

座安

至那覇

糸満市

Ｔ05 = 22,800 台/日

 イ ト 　 マ ン

報得川高架橋

糸満道路

N

与根第一橋

82

331

68

L=100m
L=695m

L=1,589m

豊崎

  ト ヨ サ キ

伊良波

  イ ラ ハ

77

与根高架橋

豊見城道路　L = 4.0km
イ

ト

マ

ン

 

ニ

シ

ザ

キ

市

西

崎

(終)

ト

ミ

グ

ス

ク

 

セ

ナ

ガ

豊

見

城

市

瀬

長

(起)
糸

満

当該箇所

231

H16

供用済

H18

供用済
H17供用済

那覇

空港

豊崎交差点

信号待ち時の渋滞長が短縮され

ます。 

豊崎交差点付近 
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○【自立型経済の構築と持続的発展を支える基盤づくり】 

 

 

 

完成・新規・継続の区分 

   継続 

一般国道３３１号「沖縄西海岸道路 糸満道路」の整備促進 

～平成２０年度 継続事業～ 

事業区分（直轄・補助） 

   直轄 

事業着手年度 

   平成２年度 

完成予定年度 

   平成２３年度 

１．事業概要 

糸満道路は「ハシゴ道路」を構成する沖縄西海岸道路

（延長約５０ｋｍ）の一翼を担うもので、糸満市西崎～

同市潮崎に至る延長 3.4km の道路であります。 

本路線は、豊見城市及び糸満市周辺部の交通混雑の緩

和、那覇空港から糸満市潮崎及び西崎間の交通アクセス

の向上、地域開発プロジェクトの支援に資する道路とし

て期待されています。 

 平成２３年度の全線暫定供用を目指し用地買収及び工

事の促進を図っていきます。供用後、ひめゆりの塔から

那覇空港までの所要時間が約 15 分短縮します。 

平成２０年度事業費 

   ２，２２０百万円 

概要図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

当該箇所

未供用区間

供用済区間

潮平

真栄里

Ｔ05 =22,800台/日

至那覇

糸満
イト  マン

糸満高架橋

豊見城道路

N

潮崎

331

82

77

３

331

L=33m
L=49m

L=931m

マエザト

シオ ヒラ

ナ  ハ

至摩文仁
マブニ

糸満道路　L = 3.4km
糸

満

市

西

崎

(起)
イ

ト

マ

ン

ニ

シ

ザ

キ

(終)

糸

満

市

真

栄

里

イ

ト

マ

ン

マ

エ

ザ

ト

H14年度

供用済

糸

満

市

潮

崎

町

糸

満

市

真

栄

里

イ

ト

マ

ン

マ

エ

ザ

ト

イ

ト

マ

ン

シ

オ

ザ

キ

糸満市役所

糸満漁港

糸満ﾛｰﾀﾘｰ

ひめゆりの塔から那覇空港までの 

所要時間が約 15 分短縮します。 

0 10 20 30 4

将来

現況 約35分

約20分

0

15分短縮

糸満市真栄里から那覇方面を望む 

２．平成２０年度の整備内容 

供用に向け、高架橋上下部工事等の促進及び用地買収の促進を図ります。 
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○【自立型経済の構築と持続的発展を支える基盤づくり】 

 

 

 

   一般国道５０６号「那覇空港自動車道 豊見城東道路」の整備促進 

～平成２０年度 継続事業～ 

完成・新規・継続の区分 

   継続 

事業区分（直轄・補助） 

   直轄 

事業着手年度 

   平成３年度 

完成予定年度 

平成２２年度（ﾛﾝｸﾞﾗﾝﾌﾟ）

１．事業概要 

  豊見城東道路は、「ハシゴ道路」を構成する那覇空港

自動車道の一翼を担うもので、本島北部及び中南部と那

覇空港間の定時性、高速性を確保するとともに都市部の

交通混雑緩和に役立つことが期待されています。 

H15.4.26 に南風原南 IC～豊見城 IC 間の部分暫定供用、

H20.3.22 の残区間供用により全線暫定供用を行った、引

き続き、H22 の豊見城・名嘉地 IC のﾛﾝｸﾞﾗﾝﾌﾟ整備（名嘉

地交差点の立体交差化）を推進します。 平成２０年度事業費 

    ６００百万円 

概要図 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

                           

 

豊見城東道路　L = 6.2km 未供用区間

供用済区間

２．平成２０年度の整備内容 

   ・豊見城・名嘉地 IC のロングランプ整備（名嘉地交差点の立体交差化）へ向け、 

橋梁工事や改良工事等の促進を図ります。 

 

 

 

当該箇所

那覇から国営沖縄記念公園までの 

所要時間が約 13 分短縮します。 

豊見城トンネル BOXトンネル

豊見城・名嘉地IC

豊見城高架橋

L = 1,664 m

八重瀬町

西原町

豊見城市

与那原町
南風原町

T05=17,500台/日

西原JCT

南風原北IC

T05 = 30,100 台/日

沖縄自動車道

那覇IC

津

嘉

バ

ス

山

イ

パ

南風原南IC
豊見城IC

L = 352 mL = 1,074 m

那覇市
ナ ハ

ト 　 ミ 　 グ ス

ヤ   エ   セ

ヨ  ナ  バ ル

ニ シ ハ ラ

ハ  エ  バ ル

(起)

那覇東バイパス
ナ  ハ  ヒ ガ シ

T05 = 33,000 台/日

ハ

エ

バ

ル

ヤ

マ

カ

ワ

(終)

南

風

原

町

山

川

329

331

507
68

82

241

７

11

豊

見

城

市

平

良

タ

イ

ラ

ト

ミ

グ

ス

ク

豊

見

城

市

名

嘉

地

ト

ミ

231

グ

ス

ク

チ

H15.4暫定供用
L=3.5km

至：名護那覇

空港 ゆいレール

小禄駅

壺川駅

H20.3暫定供用
L=2.7km

H22ﾛﾝｸﾞﾗﾝﾌﾟ整備
L=1.0km

豊見城・名嘉地 IC 付近 
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○【自立型経済の構築と持続的発展を支える基盤づくり】 

 

 

 

完成・新規・継続の区分 

   継続 

事業区分（直轄・補助） 

   直轄 

事業着手年度 

   平成元年度 

完成予定年度 

  平成２２年度（暫定） 

１．事業概要 

恩納バイパスは、「ハシゴ道路」の一翼を担うもので、

恩納村の夏期観光シーズンにおける交通混雑を解消する

とともに、大型車と観光交通等を分離することにより、

沖縄県における観光支援及び生活環境の向上を図りま

す。 

 平成２２年度の全線暫定供用を目指し用地買収及び工

事の促進を図っていきます。恩納バイパスが供用すると

恩納交差点から瀬良垣までの所要時間が約４分短縮しま

す。 

平成２０年度事業費 

      ６８０百万円 

概要図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般国道５８号「恩納バイパス」の整備促進 

～平成２０年度 継続事業～ 

 

 

 

 6 号橋から終点側を望む 

当該箇所

赤崎

恩納交差点至名護市

団体営農地開発事業

安
富
祖

瀬良垣

土地改良
総合事業

太田

太田交差点

恩納 馬場

９号橋 L=38.2m

団体営農地開発事業

南恩納

至那覇市

104

58

一般国道５８号　恩納バイパス　L=5.1km

恩納村

恩納橋　L=24.9m

88

完　2

(Ａ)T17＝21,060台/日（1.03）
　　T11＝20,450台/日

恩
納
村
字
瀬
良
垣

オ

ン

ナ

　

セ

ラ

ガ

キ

恩
納
村
字
南
恩
納

オ

ン

ナ

　

ミ

ナ

ミ

オ

ン

ナ

（起）
（終）

未供用区間

供用済区間

恩納交差点から瀬良垣までの所

要時間が短縮されます。 

２．平成２０年度の整備内容 

早期の供用に向け、橋梁及び改良工事等の促進及び用地買収の促進を図ります。 
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○【自立型経済の構築と持続的発展を支える基盤づくり】 

 

 

 

完成・新規・継続の区分 

   継続 

事業区分（直轄・補助） 

   直轄 

事業着手年度 

   平成２年度 

完成予定年度 

平成２１年度（部分暫定）

１．事業概要 

恩納バイパスは、「ハシゴ道路」の一翼を担うもので、

恩納村の夏期観光シーズンにおける交通混雑を解消する

とともに、大型車と観光交通等を分離することにより、

沖縄県における観光支援及び生活環境の向上を図りま

す。 

 平成２１年度の部分暫定供用を目指し用地買収及び工

事の促進を図っていきます。バイパス供用後は仲泊から

谷茶までの所要時間が約３分短縮します。 平成２０年度事業費 

   ２，２００百万円 

概要図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般国道５８号「恩納南バイパス」の整備促進 

～平成２０年度 継続事業～ 

 

当該箇所

恩納

グランドパーク線

谷茶

恩納村

石川I.C

前兼久交差点

前兼久漁港

至那覇市
仲泊

前兼久

富着

329

屋嘉田

屋嘉I.C

大学院大学計画

58

前
川

88

73

村

道

４

号

線

(B)T17=24,142台/日(1.09)
　 T11=22,086台/日

(A)T17＝21,060台/日（1.03）
　　T11＝20,450台/日

恩納交差点

一般国道５８号　恩納南バイパス　L=6.5km

H10年度
部分供用

H21年度　供用予定区間L=4.1km

至名護市

恩
納
村
字
南
恩
納

オ

ン

ナ

　

ミ

ナ

ミ

オ

ン

ナ

（起）

恩
納
村
字
仲
泊

オ

ン

ナ

　

ナ

カ

ド

マ

リ

（終）

未供用区間

供用済区間

3 号橋から起点側を望む 

仲泊から谷茶までの所要時間が短縮さ

れます。 

２．平成２０年度の整備内容 

早期の供用に向け、橋梁及び舗装工事等の促進及び用地買収の促進を図ります。 
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○【自立型経済の構築と持続的発展を支える基盤づくり（活力）】 

主要地方道 那覇北中城線 

～平成 20 年度 継続事業～ 

 

完成・新規・継続の区分 

継続 

事業区分（直轄・補助） 

補助 

事業着手年度 

平成１９年度 

完成予定年度 

平成２５年度 

１．事業概要 

 当道路は、沖縄本島中部地域の中央部を南北に縦断

し、那覇市市街地と連絡する延長約 20km の幹線道路

です。 

  現況道路は２車線ですが、路肩が無く、交通量が西

原町棚原で 15,820 台/日(H17 センサス)であり、朝夕

の混雑が日常化しているため、沿線に立地する大学病

院への円滑なアクセスに支障となっている状況にな

っています。 

  さらに、西原西地区土地区画整理事業が平成 18 年

度より事業化されるなど、今後とも土地利用の進展等

により交通量の増加が見込まれ、現況では交通処理能

力が不足するため、４車線整備による機能強化を図る

必要があります。 

   

平成２０年度予算 

   ８６０百万円 

 概略図 

                 

 

事業箇所

２．平成２０年度の実施内容 

  平成２０年度は、用地買収物件補償及び道路改良工事を行う予定です。 
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○【自立型経済の構築と持続的発展を支える基盤づくり】 

○【安全・安心な生活の確保と災害に強い県土づくり】 

○【特性を生かした安らぎと活力ある地域づくり】 

 

 

 

主要地方道 平良城辺線 

～平成２０年度 継続事業～ 

完成・新規・継続の区分 

   継続 

事業区分（直轄・補助） 

   補助 

事業着手年度 

   平成１７年度 

完成予定年度 

   平成２０年度 

１．事業概要 

 平良城辺線は、宮古島の中心部を縦貫する宮古島市平

良西里から城辺福里に至る幹線道路であり、緊急輸送道

路に指定されている道路である。 

当該事業は、宮古病院付近から宮古空港入口付近まで

の区間において電線類の地中化を図るものである。 

     整備延長Ｌ＝３．６４㎞ 

   （Ｈ２０事業区間Ｌ＝０．８㎞） 

平成２０年度事業費 

   ２７０百万円 

概要図 

２．平成２０年度の整備内容 

  平成２０年度は、電線共同溝本体工事を行う予定です。 

 

250 250
3,2503,2502,5001,5003,500 3,250 3,250 2,500 1,500 3,5001,500

5,000 9,000 2,000 9,000 5,000

15,000 15,000

30,000

電線共同溝 電線共同溝

事業箇所

0.8km

平良港

小学校

宮古空港

県立宮古病院

中学校

高校小学校

保健所

宮古警察署

小学校

高校

郵便局

税務署

水道局

宮古島市

本庁舎

事業区間　Ｌ＝０．８ｋｍ

整備延長　３．６４ｋｍ

起点：平良市西里

終点：平良市西里
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○【自立型経済の構築と持続的発展を支える基盤づくり】 

 

 

 

一般国道５０７号 津嘉山バイパスの整備促進 

～平成２０年度 継続事業～ 

完成・新規・継続の区分 

   継続 

事業区分（直轄・補助） 

   補助 

事業着手年度 

   平成２年度 

完成予定年度 

   平成２３年度 

１．事業概要 

一般国道５０７号は、沖縄本島南部地域の中央部を縦

貫し、那覇空港自動車道や国道３２９号那覇東バイパス

に連結する幹線道路であります。 

当該道路の現道は、慢性的な交通渋滞が発生している

ことから、バイパスの整備により、交通渋滞の緩和を図

るとともに、那覇空港・那覇港へのアクセス性の向上を

図るものです。 

  L=５．１ｋｍ、W=３０ｍ（４車線） 

 

平成２０年度事業費 

   １，３３０百万円 

概要図 

 

  

 

 

 

 

 

 

        

 

事業箇
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1.5

3.53.5

0.25
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２．平成２０年度の整備内容 

  平成２０年度は、津嘉山地区のトンネル工事、津嘉山地区と東風平地区の用地買収及

び道路改良工事を行う予定です。 
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○【自立型経済の構築と持続的発展を支える基盤づくり（活力）】 

一般県道 平良下地島空港線 伊良部架橋 

～平成２０年度 継続事業～ 

 

完成・新規・継続の区分 

継続 

事業区分（直轄・補助） 

補助 

完成予定年度 

平成２４年度 

１．事業概要 

  当道路は、宮古島と伊良部島を結び、広域交通の一

翼を担い、伊良部島の離島苦の解消、生活基盤の確保

及び地域間の交流を支援・強化する幹線道路です。 

  現在、伊良部島と宮古島間は、定期船により佐良浜

漁港と平良港が結ばれていますが、台風や荒天時には

欠航が余儀なくされ、通勤・通学に支障をきたす他、

生活物資の輸送や農水産物の出荷等に大きな影響を

及ぼし、更に救急患者の搬送及び所要時間の面から人

命に関わる深刻な問題を惹き起こしています。 

  当該路線の整備は、伊良部島の生活環境や医療・教

育環境の改善、文化水準の向上や架橋による物流コス

ト低減や市場拡大による経済の活性化、下地島空港の

利用促進など、宮古圏域の地域振興など多方面におい

て期待されています。 

平成２０年度予算 

   ３，８００百万円 

 概略図 

                 

下地島空港

伊良部島

宮古島

平良港

平良市

伊良部町

N

起
点
　
平
良
市
　
久
貝

終
点
　
伊
良
部
町
　
池
間
添

宮古空港

事業区間
Ｌ＝６，５００ｍ

橋梁区間
Ｌ＝３，５５０ｍ

海中道路区間
Ｌ＝７００ｍ

橋梁区間
L ＝ ３,５４０ｍ

海中道路区間
L ＝ ６７０ｍ

宮古島市

起
点

宮
古
島
市

平
良
字
久
貝

終
点

宮
古
島
市

伊
良
部
字
池
間
添

宮古島市
(旧伊良部町)

 

          

                

事業箇所 

２．平成２０年度の実施内容 

  平成２０年度は、海中道路及び海上橋梁工事を行います。 

 

18 



○【自立経済の構築と特続的発展を支える基盤づくり（活力）】 

 
 
 

都市計画道路 松山線 

～平成２０年度 継続事業～ 

完成・新規・継続の区分 

   継続 

事業区分（直轄・補助） 

   補助 

事業着手年度 

   平成１８年度 

完成予定年度 

   平成２２年度 

１．事業概要 

当路線は、地域高規格道路沖縄西海岸道路・那覇西道路（事業中）

若狭 IC と一般国道 58 号久茂地交差点を結ぶ道路である。 
本路線を整備することにより、那覇西道路と連携した道路ネット

ワークが構築され、那覇空港へのアクセス性の向上、那覇市中心部

の交通渋滞緩和などの効果が見込まれる。現在、那覇西道路が事業

中であることから、連携した早急な整備が必要である。 
 

平成２０年度事業費 

   ８００百万円 

概要図 

 
 
 

２．平成２０年度の整備内容 

・ 用地買収及び物件補償等を行います。 

当該箇所 
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○【特性を生かした安らぎと活力のある地域づくり（暮らし）】 

 

 

 
～平成２０年度 継続事業～ 

西原西地区土地区画整理事業 

完成・新規・継続の区分 

   継続 

事業区分（直轄・補助） 

   補助 

事業着手年度 

   平成１８年度 

完成予定年度 

   平成２７年度 

１．事業概要 

西原西地区は、那覇市及び浦添市に近接し、西原町の

ゲート性を有する地域として位置付けられているが、幹

線道路等の整備に伴い、宅地開発など無秩序な土地利用

が懸念されている。 

このため、土地区画整理事業により、都市計画道路等

の公共施設の整備・改善を行い、活力ある商業地及び良

好な住宅地を確保し、計画的都市形成を図る。 

 平成２０年度事業費 

   ５００百万円 

概要図 

                    

当 該 地

２．平成２０年度の整備内容 

・物件補償及び物件調査委託等を行う。 
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